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▼筆と命が断たれた


　以前、窪島誠一郎さんの講演を聞き、設立の経緯を知ったこと、ついでに「父への手紙」という著書でさらにインパクトを受けていた。天候に恵まれ、道中は白く輝く山並み、色づいた木々に目を奪われ、山の上の館に到着。柔らかな光射す館で、70年以上前に描かれた作品と対面した。故人を偲ぶ言葉や資料もあり、一人一人の作品は少なくとも、いや少ないからこそ訴えてくるものがあった。絵は命を、暖かいものを感じさせた。描くことと命を断ちきられて、本人はどんなに無念だったろうか。あの方たちの気持ちを代弁して、窪島さんはとてもよい仕事をされたと思う。デッサン館でも夭折の画家（村山槐多、関根正二など）に接し、時代の中で生きた彼らの息吹を感じた。温泉、夜の宴、歴史散歩、新そば…。全て充実の旅でした。


　（深大寺、二見真由美）


▼身が引き締まる思い


  初めての参加だが、天候に恵まれ、紅葉に包まれ、和まされた。無言館は３度目だったが、緊張し身の引き締まる思いは何度訪問しても同じ。父も私が７歳の時出征、ビルマで戦死。他人事には思えない。第二展示館「きずついた画布のドーム」では天井の高さに驚いた。信濃デッサン館は初めて。村山槐多、関根正二らの画家の作品が展示されていた。宿舎では夜九時過ぎまで歌ったり踊ったりで楽しみ、二日目は、生島足島神社の回り舞台、上田城では戦国武将の生き様を見せつけられた。最後の海野宿の真っ赤に紅葉したドウダンツツジが印象に残った。二日間、本当に充実した旅行だった。　　（多摩川、田島満子）


▼戦病死多くびっくり


　この度は私ども超高齢者をツアーに入れていただきありがとうございました。１日目無言館では戦病死の方が多いのにびっくりしました。また、家族に出征を知らせず、どこかで戦死し、１枚の絵だけが家にあったという人のことが心に残りました。２日目に上田城址公園の２時間をみなさまと別行動をとらせていただき、池波正太郎真田太平館へ行きました。なかなか立派なものでした。コーヒーをいただき、池波さんの「青春わすれもの」という本も買えました。見たい所を充分見られ、釜飯もおそばも美味しかったです。海野宿で買った零余子（むかご）でむかごめしも上手に炊けました。（下石原　田邊浩子）


▼長寿に感謝です


　楽しい２日間の旅ありがとうございました。田邊さまからのお誘いを受けて初めて無言館へ。画学生の方と同年代の私、感無量でした。音の全くない寂とした展示室、遺族の方々へ想いを馳せ、言葉なくただ黙すのみ。兄出征、戦災で丸裸の母、姉との戦後、今ここに長寿で送れる日々が不思議、感謝のみです。２日目には思いがけず念願の池波正太郎記念館へ。受付にて「池波先生の幼馴染です」の一言に、外出中の館長さんが急ぎ戻られ、私の思い出話に。空襲での焼け跡に建てたバラックの我が家に池波青年（６歳年長）が度々見え、勤務先の下谷区役所にお化け出没と、自分は金縛りにあい、汗びっしょりの話。集まった友人が見に行く、とまでに、今思えば先生の第一作かも？田邊さまも、当時その区役所で虱駆除のＤＤＴを噴霧され、そのお役が池上青年だったかも？とのこと。行程の海野宿、また感慨深く。お世話になり心から御礼申し上げます。（柴崎　神部しげ）


▼重なる学徒出陣の映像


  １９４３年秋雨の降りしきる神宮外苑で行われた学徒出陣壮行会の映像ほど、衝撃を受け、私の考えと指針になっている場面はありません。信州無言館を初めて訪れて、平和な美しい山里に立ち、殺すこと、殺されることにつながる動きに抵抗するにはどうすればいいか？　改めて考え込みました。（世田谷、佐藤祥子）


▼翌日も留まりたかった


　以前から行きたい、行きたいと思い続けていた無言館。憲法ひろばで企画してくださって、ありがとうございました。二日目も無言館に留まっていたいほどでした。上田城～海野宿も自分たちではなかなか行けそうにない所へ連れて行っていただいて、お世話くださった方々に感謝いたします。（入間町、吉川久美子）


▼３度目の無言館


  もう一度機会があれば訪れたかった無言館、３度目の訪問で感激しました。前２回の訪問では、１つ１つの作品が重く、半分ほどで時間がなくなり心残りでしたが、今回はなぜか美術館がとても小さく思えました。改めて１つ１つの作品をしっかり見ることができ１人１人の背景をもしっかり捉えることができました。人は人を殺すために生まれたのではありません。９条を変えてはなりません。改めて強く思いました。


　（調布ヶ丘、山田都市子）


▼壊してはいけない


　未来に向かって描こうとした画学生たちが戦争に巻き込まれ、なくなっていく状況をこの目で確かめたくて参加した。この美術館を創った窪島誠一郎さんの詩に池辺晋一郎さんが曲をつけた「壊してはいけない」という合唱組曲がある。ぜひ、歌ってみたいと改めて思った。新しい方々との出会いも新鮮でした。


　　（小島町、鈴木勝雄）


▼一人では味わえない旅


　「無言館」は行くのがつらいところですが、二日間に、何人もの方とお知り合いになり、お話をうかがいました。一人で行ったのでは絶対味わえない、旅を楽しませていただきました。最後に寄った海野宿は江戸時代には旅籠がたくさんある宿場でしたが、明治になってからは、蚕種業に転換して繁栄したそうです。資料館に「桑抜根器」という道具がありました。解説に「本機は、当地において工夫・考案・製作され、使用されたものである。」とありました。桑の木を抜き取るという目的に特化した道具があったとは驚きました。養蚕というと、蚕に桑の葉を与えること、繭から糸をとること、と思ってしまいますが、蚕に与える桑を栽培管理するのも大事な仕事だったのだと思いました。いくつになっても、新しく人に出会い、新しくモノを知ることができるのは嬉しいですね。


　（若葉町・むらき数子）


◆カンパありがとう


  朝食時に何人かで憲法９条情勢を話していると、後ろで食事していた年配のご婦人から「あなた方は９条を変えようと言っているんですか」と聞かれ「いや護ろうと言っているんです」と言うと「私は戦時中立川の飛行機工場に動員され、友だちも亡くし、親も空襲で…」とのこと。食事後お部屋に「調布の九条の会です」とビラを届けると、いつの間に用意したか「私はもうあんまり動けないから、頑張って」と、ちり紙に「寸志」と書いて差し出された。遠慮しながら受け取り、名前と連絡先を聞くと「長峰英子」とだけ教えてくれた。「新小岩に住んでいる、下町の町工場の隠居」とか。紙包みを開けると何と１万円。「憲法ひろば」の会計に入れさせて頂いた。（事務局・丸山重威）





憲法ひろば･戦争はいやだ･土建調布支部共催の講演会


沖縄は負けない 現場からの報告


お話 山城 博治さん 沖縄平和運動センター議長


時：11月23日(木･休)18:00～参加費500円


於：あくろす3階｢あくろすホール｣





第１３１回（１２月）例会


子どもの願いにこたえる子どものための教育を 道徳と新学習指導要領を考える


お話 糀谷(こうじや) 陽子さん 元公立中学教員


時：12月25日(月)18:30～ 参加費300円


於：調布市｢教育会館｣201室


�


第１３２回（２０１８年１月）例会


安保法制下の自衛隊と憲法


お話 柳沢 協二さん 元防衛官僚


時：1月27日(土)13:30～ 参加費300円


於：あくろす3階｢あくろすホール｣
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